
4単位

1学年

1
１．物体の運動（１）速さ　等速直線運動　変異と速度

19
（３）偶力　重心

2
（２）直線運動の速度　平面運動の速度

20
（４）剛体のつりあい

3
（３）．速度の合成分解と相対速度　

21
６．力学的エネルギー（１）仕事

4
（４）加速度と等価速度運動

22
   （２）仕事の原理　仕事率　

5
２．落下運動（１）自由落下　鉛直投げ下ろし　鉛直投げ上げ

23
（３）運動エネルギー　位置エネルギー

6
（２）放物運動　水平投射

24
（４）保存力と位置エネルギー

7
（３）放物運動　斜方投射

25
（５）力学的エネルギー保存の法則①

8
３．力のつり合い（１）力の表し方　重力　面から受ける力　糸の張力　弾性力　空間を隔てて働く力

26
（６）力学的エネルギー保存の法則②

9
（２）力の合成分解　力のつり合い

27
７．電気と磁気（１）電場と電位

10
    （３）作用反作用の法則　

28
（２）静電容量とコンデンサ

11
    （４）圧力と浮力　　

29
８．電流と磁場　（１）電流による磁場

12
４．運動の法則（１）慣性の法則　運動の法則　作用反作用の法則

30
（２）磁場が電流に及ぼす力

13
    （2）単位と次元 静止摩擦力　同破擦力　空気抵抗　

31
９．直流回路（１）　直流回路の計算①

14
    （３）運動方程式の立て方①　

32
（２）　直流回路の計算②

15
（４）運動方程式の立て方②

33
１０．電磁誘導

16
（５）運動方程式の立て方③

34
１１．モルを用いた量的計算①

17
５．剛体に働く力（１）力のモーメント　質点と剛体

35
モルを用いた量的計算②

18
（２）剛体に働く力の合成

36
１２．遺伝

100%

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 笹 茂夫自然科学Ⅰb

学　科 授業方法 講義

認定単位

航空学科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 公務員試験の自然科学科目対策講座。試験対策に加え、自然現象を論理的に理解する能力を養う。

開 講 期

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

国家公務員、地方公務員の各自然科学分野の問題を解く能力を身に着けること。

授業概要 物理、化学、生物の各分野における習熟に時間のかかる内容について物理を中心に学習し既出の公務員試験問題対策を行う。

合計

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫２０％　　R≪実働実践型学習≫０％　　A≪主体的参加型学習≫８０％　　G≪海外体感型学習≫０％

講師プロ
フィール

担当教員は専門学校において自然科学分野で十分な教育経験を有し、また現役の電気設備系技術者でもある。

成績割合

テスト
学習FB方法

　　講義に合わせた演習を毎回行ない質問を受け付
ける。学習態度・出席率

レポート
成績評価 出席率８０％以上

80%

20%

０％



4単位

1学年

1
オリエンテーション1(メンバー紹介、ゼミ主旨)

19
ビジネスパークで起業しよう1

2
オリエンテーション2(チーム作り、アイスブレイク)

20
ビジネスパークで起業しよう２

3
プロジェクトの進め方、チームワークに必要なスキルについて

21
ビジネスパークで起業しよう3

4
コミュニケーションの3原則

22
後期　チームプレゼン

5
思考パターン分析

23
ビジネスパークでやってみよう1

6
コミュニケーションスキル演習１

24
ビジネスパークでやってみよう2

7
コミュニケーションスキル演習２

25
ビジネスパークでやってみよう３

8
コミュニケーションスキル演習３

26
振返り

9
課題解決と思考法

27
事業計画１

10
アイデアフラッシュ1(誰に何をどのように)

28
事業計画２

11
アイデアフラッシュ2(誰に何をどのように)・グローバルな視点から

29
事業計画3

12
仮説を立てる

30
課題抽出、方向修正と事業の再検討

13
フィールド探索1(学内or小金井市商店街)

31
ビジネスパークでやってみよう4

14
フィールド探索2(学内or小金井市商店街)

32
ビジネスパークでやってみよう5

15
仮説検証

33
プレゼン準備1

16
仮説検証・グローバルな視点から

34
プレゼン準備2

17
前期　チームプレゼン

35
最終プレゼン

18
前期振返り、課題の共有、方向修正

36
通年の振返り、課題の共有

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫30%　　A≪主体的参加型学習≫30%　　G≪海外体感型学習≫10%

講師プロ
フィール

細田：保育教育現場にて25年間勤務、園での主任業務や子育て支援活動を経て、育児書籍の執筆を行う。子育て中の保護者や、教育施設職員を対象
としたセミナー講師、都内教育委員会との「保幼小接続連携事業」にも従事。また、現在は地域の子育て相談員、専門学校、大学、短期大学の非常勤講
師として教鞭を執る。剣道六段取得後、地域の青少年育成を目的とし、剣道指導者として活動している。

成績割合

テスト
学習FB方法

ワーク、プレゼンの機会ごとに指導を兼ね、口頭また
はテキストでFB。前期末、後期末に成績開示。学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

チームワーク 30%

学習態度・出席率 40%

プレゼン 30%

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

学内および地域の課題を探りながら、実現可能な解決策をチームで協働しながら多角的に考え、論理的に導き、提案、実践する力を体現する。

授業概要
効率的かつ円滑にチームで協働する姿勢を身につける。また、課題に対し視野を広げ、多面的な分析と仮説思考を繰り返し実践。ビジネスパークを中心
とした学内外でのビジネスの機会を探り、学科を超えた需要をとらえ、チームで課題解決の企画を立てて提案、実践を行う。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 細田 のりこ、吉田 多恵基礎ゼミ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 社会で必要な課題解決力、コミュニケーションスキル、チームワークの基礎を身につける。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



6単位

1学年

1
計算/方程式の基礎

19
立体図形の基礎

2
文章題(連立方程式，不等式，不定方程式)

20
正多面体とその展開図

3
文章題(比と割合，濃度，損益算)

21
立体の切断

4
速さ(速さの3要素，旅人算，周回算，時計算，ダイヤグラム)

22
積み木の問題とスライス法

5
速さ(流水算，通過算，仕事算，ニュートン算)

23
投影図

6
整数問題(約数・倍数，素数，剰余)

24
位相図/サイコロと五面図

7
整数問題(規則性，数列，虫食い・覆面算，魔方陣)

25
平面パズル

8
場合の数

26
軌跡

9
確率

27
円盤の回転

10
平面図形(三角形，多角形，円)

28
回転体

11
集合(ベン図，カルノー表・キャロル表，線分図)

29
資料解釈の基礎

12
論理(全称命題と存在命題，ベン図，真偽表など)

30

13
対応関係

31
指数

14
試合(総当たり戦，対戦日程，トーナメント戦)

32
対前年増加率

15
順序関係(順位，数量)

33

16
位置関係(方位，部屋割り，座席表)

34

17
数量推理/操作手順

35

18
証言推理（嘘つき）

36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40％　　R≪実働実践型学習≫20％　　A≪主体的参加型学習≫40％　　G≪海外体感型学習≫0％

講師プロ
フィール

担当教員の専門は応用数学(数理物理学)だが，数学の応用範囲は幅広く，自ずと専門対象も幅広く扱っている。実務的な応用例を紹介しながら，難し
いことをかみ砕いてわかりやすく伝えていきたい。

成績割合

テスト
学習FB方法

講義中に配布されるレジュメをしっかりと読み込んで
問題を解くようにしてください。学習態度・出席率

レポート
成績評価 出席率８０％以上

60％

40%

0％

100%合計

必 ・ 選
108時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

各種公務員試験で出題割合の最も多い，数的処理の問題がどのようなものかを知り，解けるようにすることが目標である。

授業概要

知能系の科目である。公務員試験だけでなく，就職試験でも類似の問題が出題され，数的処理自体が，受験者の知能を測定するツールとしてだけでな
く，社会に出て仕事を遂行する実務能力を測るツールとしても扱われている。数的処理と聞くと数学と勘違いしている学生が散見されるが，数学とは異な
る。勿論，必要最低限の数学を使いはするが，文章をしっかりと正確に読む「読解力」が強く要求される科目であり，文章の読み方などに焦点を当てて講
義をしていく。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 佐藤 保幸数的処理Ⅰc

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 文章や資料を読み，表や図，数字を用いて論理的に考える力をつける。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



8単位

1学年

1
授業の進め方についてのガイダンス、プレースメントテスト

19
三角比の拡張

2
数と式　複雑な式の展開①

20
正弦定理と余弦定理①

3
因数分解①

21
正弦定理と余弦定理②

4
因数分解②

22
正弦定理と余弦定理③

5
実数

23
三角形の面積

6
式の値①

24
空間図形

7
式の値②

25
図形の性質

8
一次不等式

26
三角形の外心、内心、重心

9
2次関数

27
三角形のいろいろな定理①

10
関数とグラフ

28
三角形のいろいろな定理②

11
2次関数の最大最小①

29
円の基本性質

12
2次関数の最大最小②

30
円と直線①

13
2次方程式①

31
円と直線②

14
2次方程式②

32
空間図形

15
グラフとｘ軸の位置関係①

33
整数の性質

16
グラフとｘ軸の位置関係②

34
約数と倍数

17
二次不等式

35
整数の性質の活用①

18
図形と計量　三角比の基礎

36
整数の性質の活用②

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫10%

講師プロ
フィール

担当教員は、専門学校において数学や心理学で十分な教育経験を有している。

成績割合

テスト
学習FB方法 授業開始前後に質問を受け付ける。

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80%以上
S：90～100点  A：80～89点　B：70～79点　C：60～69点　D：59
点以下不合格

80%

20%

0%

100%合計

必 ・ 選
144時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

より実践的な解法テクニックを使いこなせるようになる

授業概要 航空学生、海上保安学校受験に必要とされる数学を理解する。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 仲田 まり子数学Ⅰd

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 高校数学の学び直しを通して、公務員試験合格に必要な論理的な思考ができるようにする。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



4単位

1学年

1
ガイダンス　前期授業の方針について

19
ガイダンス　後期授業の方針について

2
政治　夜警国家と福祉国家ならびに自由権と社会権の違い

20
経済　景気変動　物価上昇と下落の原因

3
政治　社会契約論　ホッブズ、ロック、ルソーの違い

21
経済　通貨制度　お金の価値の決まり方

4
政治　日本国憲法の基本原理　大日本帝国憲法と日本国憲法の違い

22
経済　金融政策　物価や景気はどのようにコントロールされるか

5
政治　日本国憲法の基本原理　5つの基本的人権と新しい人権、憲法改正

23
経済　財政　租税は何のために用いられるか

6
政治　日本国憲法の統治機構　国会

24
経済　財政　租税と国債の種類　国はどのようにその活動資金を集めるか

7
政治　日本国憲法の統治機構　内閣

25
経済　日本経済の発展

8
政治　日本国憲法の統治機構　裁判所

26
経済　外国為替相場　円高・円安は私たちの生活にどのような影響を及ぼすか

9
政治　日本国憲法の統治機構　地方自治

27
経済　戦後の国際経済体制　WTOと地域経済統合の関係

10
政治　政党と圧力団体

28
日本史　近現代史（その1）

11
政治　選挙制度

29
日本史　近現代史（その2）

12
政治　国際政治　国際法　国際連盟

30
世界史　近現代史（その1）

13
政治　国際政治　国際連合

31
世界史　近現代史（その2）

14
政治　世界の政治制度　イギリスの議院内閣制とアメリカの大統領制の違い

32
地理　地図情報

15
経済　市場　需要と供給の関係が価格を決める

33
地理　地球環境

16
経済　独占・寡占市場　企業が商品の価格を決める

34
地理　気候と土壌

17
経済　企業の形態　企業の資金調達の仕方

35
後期期末試験とその解説

18
前期まとめ　前期全授業に関する質疑応答

36
後期まとめ　後期全授業に関する質疑応答

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫25％　　R≪実働実践型学習≫0％　　A≪主体的参加型学習≫60％　　G≪海外体感型学習≫15％

講師プロ
フィール

担当教員は専門学校において社会・人文科学分野で十分な教育経験を有し、また大学において社会学指導の経験を有す。

成績割合

テスト
学習FB方法 授業開始前後に質問を受け付ける。

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上　S９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ６
０～６９点　Ｄ５９点以下は不合格

70％

30％

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

公務員初級・中級程度の問題を理解し、解けるようにする。かつ、現状の政治や経済を論理的に理解するなどして、それをもとにその現状を批判的にとら
える能力と、道徳性・視野の広さを身につける。

授業概要

公務員試験に合格できる能力を身につけることを前提として過去問を解きながら授業を行う。
【社会科学】政治分野では日本国憲法における基本的人権、三権分立、選挙制度、国際連合の特徴やその意義、課題を学ぶ。経済分野では市場と企
業の活動、そしてそれに関与する財政や中央銀行の金融政策の仕組みを学び、今日における自由主義政策や財政上の問題点を考え、かつそれらを解
決するすべを考えていく。
【人文科学】頻出箇所に絞り込んで授業を行う。日本史・世界史は近現代史、地理は地図情報、地球環境、気候と土壌を中心に学修する。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 杉谷 武信人文社会科学Ⅰb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的
社会科学と人文科学を合わせて取り扱う。社会科学は政治や経済などの仕組みを理解し、人文科学は日本史や世界史、地理、思想を理解し、パイロット
ならびに公務員試験に合格する。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



2単位

1学年

1
 自己紹介、授業のねらい、進め方国語基礎学力チェック

19
 公務員試験　文章理解　過去問演習就職試験対策

2
出題の範囲、パターンと勉強法について

20
 公務員試験　文章理解　過去問演習就職試験対策

3
漢字の読み方・熟語の意味

21
 公務員試験　文章理解　過去問演習就職試験対策

4
趣旨把握問題の解法の仕方

22
 公務員試験　文章理解　過去問演習就職試験対策

5
四字熟語　読み方・書き方・意味

23
 公務員試験　文章理解　過去問演習就職試験対策

6
趣旨把握問題　演習

24
SPI・SCOAに慣れる

7
ことわざ

25
SPI・SCOA　早く正確に解く

8
合致問題の解法ポイント

26
SPI・SCOA　正答率を上げる

9
慣用句・ことわざ

27
力試し問題

10
合致問題　演習

28
丁寧語・謙譲語・尊敬語の見分け、使い分け

11
ことわざ・故事成語

29
　自身の課題の確認

12
空欄補充　解法ポイント

30
弱点補強　

13
 学んだことをもとに、60分試験を行う。語彙力・読解力の確認。

31
個人別対応

14
 空欄補充　演習苦手分野強化

32
個人別対応

15
 対義語・類義語苦手分野強化

33
 理解したことを第三者に伝えるわかりやすく話す事での情報共有の仕方を学ぶ

16
文章整序問題　解法のポイント

34
聞き取ったことを理解し、ポイントを押さえるトレーニング

17
これまでのふりかえり　実力養成

35
 まとめテスト（単位認定試験）答え合わせと解法ポイント

18
文章整序問題　演習

36
 語彙力と読解力　まとめ各自の成長の確認

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫４０　　R≪実働実践型学習≫３０　　A≪主体的参加型学習≫３０　　G≪海外体感型学習≫０

講師プロ
フィール

私立高校国語教諭、養護学校、公立小学校、日本語教師を経て、民間企業に転身。営業部配属、月間売り上げトップ5を10カ月連続達成、マネージャに
昇格。フランス・ルーブル美術館で行われたキモノショーの裏方経験をする。その後、企画部、人事部と渡り歩き新人研修・中途採用研修の仕事に携わ
る。現在は、大学・専門学校・通信制高校においても教鞭をとる。企業公務員講座講師、業務委託講師としても活躍中。当校には20年の勤務となり、学生
一人ひとりの良さを引き出したい思いは毎年強まるばかりである。

成績割合

テスト
学習FB方法

確認小テストを実施する。また、随時質問を受け付
け、アドバイスしていく。学習態度・出席率

レポート
成績評価

総合的に判断し、S（100-90点）A（89-80点）B（79-70点）C（69-
60点）は単位認定、59点以下は不可とする。

７０

１５

１５

100%合計

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

・文章の内容について、正しく読み取ることができる。
・正しく読み取るための、語句の意味・漢字・ことわざや慣用句、四字熟語を理解する。
・短時間で正答の選択肢が選べるようにする。

授業概要

就職試験や公務員試験など、教養に課せられる試験において文章理解の出題数は多い。また、ＳＰＩ・SCOA対策においても、文章理解の力は重要に
なってくる。
多くの問題にあたることで、短時間に言いたいことを見抜く力をのばすことができるよう、モチベーションの維持を図る。グループで話し合いを設け、自身
の読み取りの癖を解消し、正答である理由を話し合うなどして、見方を深めさせていく。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 堀切 昌美文章理解Ⅰa

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的
基礎学力を高めるため、国語の語彙力と文章読解力をつけ、今後の進路に幅広く選択ができるように力を培う。
進学試験、公務員試験突破や、就職試験等の合格に必要な「文章理解」の読解方法を学ぶだけでなく、社会に出てからも正確に仕事をしていくうえで情
報を読み取る力を培う。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



4単位

1学年

1
文章の基本、文脈にふさわしい語句の使い方、原稿用紙の使い方を確認する。

19
ICTの活用について

2
正しい文とは何か、悪文訂正の演習を通し学ぶ。

20
環境問題・エネルギー問題について

3
 組み立てを正しくする。テーマに対する構成の仕方を学ぶ。

21
人の集まるまちづくり　持続可能性社会

4 22
相互評価と、模範解答を参照して、書き直す。

5 23
三人称を使って、自分を紹介する文を書く

6 24
働くことの根底にあるのは「お金」か「やりがい」か

7
「コミュニケーションの重要性」「良好な人間関係の構築に必要なこと」

25
主要五科目と実技科目はどちらが重要か

8
目指す職務の役割、社会変化の理解

26
死刑制度は是か非か

9 27
資料を正しく読み取り、意見を書く

10 28
表・グラフの要約特講

11 29
最近お世話になった方へのお礼の手紙を書く

12 30
「私の志」

13
これまでのテーマの類題として出題し、60分以内に、考えをまとめて書く。

31
学んだことをふまえ、出題テーマに対し、80分以内に800字程度の文章を書く

14
評価される視点と、採点基準を理解し、自身の書く力の課題を確認する。

32
より伝わる文章、適切な表現方法を知って応用する。

15 33
履歴書の書き方、面接カードの書き方

16
社会問題の出題テーマと書くべき内容を学ぶ

34
よりよいエントリーシートの作成のために工夫する事を学ぶ

17 35
タイトルの役割、段落・語順の効果、情報要約、説得力の高め方

18
「災害対策」「防犯対策」について

36
到達目標の振り返り

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30　　R≪実働実践型学習≫30　　A≪主体的参加型学習≫40　　G≪海外体感型学習≫

講師プロ
フィール

私立高校国語教諭、養護学校、公立小学校、日本語教師を経て、民間企業に転身。営業部配属、月間売り上げトップ5を10カ月連続達成、マネージャ
に昇格。フランス・ルーブル美術館で行われたキモノショーの裏方経験をする。その後、企画部、人事部と渡り歩き新人研修・中途採用研修の仕事に携
わる。現在は、大学・専門学校・通信制高校においても教鞭をとる。企業公務員講座講師、業務委託講師としても活躍中。当校には20年の勤務となり、
学生一人ひとりの良さを引き出したい思いは毎年強まるばかりである。

成績割合

テスト

学習FB方法
学習態度・出席率

レポート
成績評価

６０％　前期・後期試験

１０％　繰り返しの評価で向上が認
められれば最終的に加味する

３０％　各授業時の提出物および課題

100%合計

必 ・ 選
72時間

問題演習を通して、自身の表現の見直しをしていく
自分の文章のスタイルを見つける

「少子高齢化」「人口減少問題」について、現状・問題点や課題・解決の方向で
書けるようにする

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

・小論文、作文など求められるテーマに対し、簡潔に書けるようにする。
・言いたいことを的確に伝えるための文章の構成ができるようになる。
・何をどんな順番で展開するのが良いのか、考えて実践できる。

授業概要
授業時間内の限られた時間内に、求められていることを理解し、情報を整理し600字ー800字程度の文章を書けるようにする。
考えをまとめ、書く、話す、表現しなおす、ということを繰り返し文章力の向上を図る。
他者の考え方を知り、自分に引用したり、別の視点を持つことで思考の幅が広がるように促していく。

公務員試験出題問題「失敗から学んだこと」、「達成感を得た事」のエピソードをま
とめる。
3つの大きなまとまりで答案構する。

公務員試験出題問題に沿って、「失敗から学んだこと」「達成感を得た事」につい
て600字ー800字でまとめて書く。

「チームワークの重要性について」
なぜ、重要か、自身の経験事例をもとに、意見を表現する

受験地の状況をふまえて、書く。
理想の公務員像について、自分なりの意見をまとめ、添削、推敲する。

これまでのふりかえり
リベンジ作文（以前書いたテーマに対して、訂正版作成）

応用テーマに挑戦、他者の考えや書き方を参考にして、組み立てや語句の使い
方を学ぶ。

自己PR文となるように、経験を職務にどう活かすのか、意欲や決意表明をする表
現の仕方を学ぶ。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 堀切 昌美文章表現Ⅰb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的

書く力をつけ、幅広い学問的視野や問題発見力・判断力を培うことを主眼とする。
様々なテーマに対し、その動向と課題を探り、主張に繋げる文章の書き方を学び、論理的思考力を高める。
さらに、表現する力を活かして、チームワーク力やリーダーシップ力についても学び、可能性を発揮していく方法を知る。
上記をふまえ、広く、今後の自分の活かし方に繋げていくことを目的とする。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



2単位

1学年

1
オリエンテーション

19
空中操作ストール (その3)

2
オリエンテーション

20
空中操作スローフライト (その1)

3
オリエンテーション

21
空中操作スローフライト (その2)

4
学習ガイダンス／シミュレーター操作について

22
空中操作スローフライト (その3)

5
離陸中断 (その1)

23
ILS計器進入方式 (その1)

6
離陸中断 (その2)

24
ILS計器進入方式 (その2)

7
計器出発方式 (その1)

25
ILS計器進入方式 (その3)

8
計器出発方式 (その2)

26
タッチ&ゴー (その1）

9
直線水平飛行

27
タッチ&ゴー (その2)

10
水平旋回

28
トラフィックパターン飛行 (その1)

11
空中操作旋回バンク30° (その1）

29
トラフィックパターン飛行 (その2)

12
空中操作旋回バンク30° (その2）

30
トラフィックパターン飛行 (その3)

13
空中操作旋回バンク30° (その3）

31
ハンガー前駐機

14
空中操作旋回バンク45° (その1）

32
総合操縦演習 (その1)

15
空中操作旋回バンク45° (その2）

33
総合操縦演習 (その2)

16
空中操作旋回バンク45° (その3）

34
まとめ

17
空中操作ストール (その1)

35
まとめ

18
空中操作ストール (その2)

36
まとめ

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫10%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

担当教員はJALの元パイロットである。

成績割合

テスト
学習FB方法 授業開始前と終了後に質問を受け付ける。

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80％以上
Ｓ90～100点   A80～89点   B70～79点   Ｃ60～69点   Ｄ59点
以下は不合格

60%

40%

0％

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

フライトシミュレーターを用いて模擬操縦技能を身に付け、採用試験における模擬操縦試験に対応する。

授業概要 フライトシミュレータを用いて、基礎的な模擬操縦技能・知識を身につける。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 長野 昭一フライトシミュレータⅠb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 国家公務員パイロット職採用試験における模擬操縦試験での高得点獲得を目的とする。

開 講 期

授業方法 実習

認定単位

航空学科



4単位

1学年

1
科目設定の目的・授業進行・資格試験内容説明

19
お客様第一主義

2
 自身のキャリアデザインを考える。働き方の多様化と現状を知る3級試験過去問　力試し

20
肯定表現・敬語・クレーム対応

3
組織人としての8つの意識

21
接客・営業の進め方　会議運営

4
 議事録、会議の進め方報告・連絡・相談のポイントと注意

22
チームワーク　2級ケースの問題対応

5
過去問　ビジネス用語　3級基本問題対策

23
2級対策時事用語・IT時代の仕事の進め方

6
来客対応・訪問マナー

24
 ロジックツリー・マトリクス・MECE　論理的思考と分析について

7
 過去問　3級　新聞の読み方・問題ケースの問題対策

25
データの読み方・まとめ方、企画書とその他の文書

8
過去問に沿って　資料問題対策

26
日本の経済変化、為替、時事用語

9
ビジョンとドメイン、コンプライアンス、CSRについて

27
契約、社則、労働基準法、労働者の権利

10
働き方の変化、DX

28
90分　CBT方式

11
社内文書と社外文書の基本

29
仕事観と人生観

12
 情報収集の方法と活かし方3級試験　直前対策

30
自身の強みと活かし方、社会への貢献

13
 これまでの振り返り60分　CBT方式

31
履歴書の書き方・作成

14
 株式会社について　売り上げ・粗利３C分析・SWOT分析

32
エントリーシートの書き方、採用者の視点・作成

15
給料明細の見方・様々な社会保険

33
自己紹介のしかた（面接を踏まえて）、自己紹介文の作成

16
キャリアとは何か、自分なりに考える。キャリアアンカーの見極め

34
ペアワーク・グループワーク

17
過去問　新聞記事、ケースの問題　について

35
コミュニケーショントレーニング

18
過去問　資料問題　解法

36
自己理解と面接対策

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫２０％　　R≪実働実践型学習≫２０％　　A≪主体的参加型学習≫６０％　　G≪海外体感型学習≫０％

講師プロ
フィール

私立高校国語教師、養護学校講師、小学校、日本語教師を経て、民間企業に転身。営業部配属、売上トップ５を連続10か月達成し、女性マネージャに
昇格。フランス・ルーブル美術館で行われたキモノショーの裏方経験をする。その後、人事部において、研修担当を経て、結婚出産後、教育界に復帰。
当校での指導は20年を迎え、その他、専門学校、通信制高校、大学、企業公務員講師としても活躍中。様々な場での経験を活かし、学生の力を引き出
すことに尽力している。

成績割合

テスト
学習FB方法

随時小テストを実施する。過去問の理解が十分でな
い場合、個別対応を行う。学習態度・出席率

レポート
成績評価

100-90点がS,　89-80点がA,　79-70点がB,　69-60点がC,　59
点以下は不合格とする。
受検した資格試験結

７０

１５

１５

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

専修学校教育振興会主催『ビジネス能力検定（ジョブパス）』3級・2級の合格を目指す。

授業概要
テキスト『実教　要点と演習　ビジネス能力検定　3級2025年度』『実教　要点と演習　ビジネス能力検定2級　2025年度』を使用する。自分の知らないルー
ルやマナーを学び、社会人と同じ立ち居振る舞いができるよう実践する。
単に資格取得を目標とするだけでなく、本当のビジネスマナーを学ぶ意識を持つことが必要である。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 堀切 昌美ビジネス能力検定対策Ⅰb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 社会人として身につけるべきマナーを学び、就職活動に活かす。仕事の仕組み、組織人としての意識を高める。資格試験対策を実施し合格に繋げる。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



12単位

1学年

1
オリエンテーション

19
G: 仮定法(倒置表現等）　R: 英文読解17_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 3

2
G: 基本文型　R: 英文読解１_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 1

20
G: 関係詞（関係代名詞）　R:英文読解 18_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 3

3
G: 疑問詞　R:英文読解 2_TOEIC Part 7 L: TOEIC Part 1

21

4
G: 品詞と語形 (名詞）　R:英文読解3_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 1

22
G: 助動詞　R: 英文読解20_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 3

5
G: 品詞と語形 (動詞）　R: 英文読解4_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 1

23
G: 受動態　R: 英文読解21_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 3

6
G: 品詞と語形 (形容詞）　R:英文読解5_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 1

24
G: 比較　R: 英文読解22_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 3

7
G: 品詞と語形 (副詞）　R: 英文読解6_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

25
G: 比較　R:英文読解23_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

8
G: 品詞と語形: 演習問題　R: 英文読解7_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

26
G: 分詞構文　R: 英文読解24_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

9
G: 品詞と語形: 演習問題　R:英文読解 8_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

27
G: 接続詞　R: 英文読解25_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

10
G: 自動詞と他動詞　R:英文読解9_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

28
G: 主語と動詞の呼応　R: 英文読解26_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

11
G: 不定詞　R: 英文読解10_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

29
G: その他　R: 英文読解27_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

12
G: 動名詞　R: 英文読解11_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

30
G: その他　R: 英文読解28_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

13
G: 動名詞　R:英文読解12_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

31
G: TOEIC Part 5 & 6　R: 英文読解29_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

14
G: 使役動詞と知覚動詞　R:英文読解13_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

32
G: TOEIC Part 5 & 6　R:英文読解 30_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

15
G: 時制　R: 英文読解14_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

33
G: TOEIC Part 5 & 6  R: 英文読解31_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

16
G: 時制　R: 英文読解15_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

34
G: TOEIC Part 5 & 6　R: 英文読解32_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 4

17
G: 仮定法　R: 英文読解16_TOEIC Part 7　L: TOEIC Part 2

35
G/R: 実力テスト　L: TOEIC Part 4

18
中間テスト

36
期末テスト

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫0　　R≪実働実践型学習≫50%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫0

講師プロ
フィール

担当教員は、ANAのCA、外資系企業 (Walt Disney/ retail)のexecutive secretary並びに人事採用担当、外資系企業 (insurance)の法務部弁護士のアシ
スタントなどの職務経歴をもつ。英語は、カナダ、アメリカへの留学と仕事での実務経験から身につけたスキルである。(資格：TOEIC 970)

成績割合

テスト
学習FB方法 one on one

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80％以上
S=１00～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59
点以下で不合格

60点

40点（取り組む姿勢 30点、出席率10点）

%

100%合計

必 ・ 選
216時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

TOEIC 550点を目標とする

授業概要

英文法(G):TOEIC Part 5 & 6 対策として、単語の品詞を理解するこに重点をおく。また、高校英語の単元ごとの弱点補強を行う。

英文読解（R) : TOEIC Part 7対策として、ビジネス文書や時事に関する英文読解を行う。
 
リスニング(L) : TOEIC対策 Part 1-4対策として、公式問題集やCM/アナウンスなど速度の速い英語を聴いてリスニング力を強化する。

G: 関係詞（関係副詞と複合関係代名詞）　R:英文読解 19_TOEIC Part 7
L: TOEIC Part 3

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 高野 美智子英語Ⅰf

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的
航空大学校、自衛隊航空学生、海上保安庁航空課程の一次試験を突破する
フライトスクールに入学する条件をクリアする。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



1学年

1
オリエンテーション

19
PowerPoint作成課題

2
オリエンテーション

20
PowerPoint作成課題

3
オリエンテーション

21
PowerPoint作成課題発表

4
Teamsの操作、各自のパソコンでのアプリケーション動作確認、タイピングチェック

22
ファイル管理、セキュリティ

5
メール設定、メールの送受信

23
ファイル管理、セキュリティ

6
ビジネスメールのルールについて

24
確認問題：ファイル管理、タイピング

7
Word：ページ設定、簡単な書式

25
Excel基礎

8
Word：ビジネス文書のルール

26
Excel基礎

9
Word：ビジネス文書作成

27
Excel基礎

10
Word：ビジネス文書作成

28
Excel基礎

11
Word：ビジネス文書作成

29
確認問題：Excel基礎

12
Word：ビジネス文書作成

30
後期期末試験

13
確認問題：ビジネス文書のルール、ビジネス文書作成

31
試験の振り返り

14
前期期末試験

32
Excelまとめ

15
試験の振り返り

33
まとめ

16
PowerPoint基礎

34
まとめ

17
PowerPoint基礎

35
まとめ

18
PowerPoint基礎

36
まとめ

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫１００％　　R≪実働実践型学習≫１００％　　A≪主体的参加型学習≫１００％　　G≪海外体感型学習≫２０％

講師プロ
フィール

IT系インストラクターとしての経験と、NPO法人理事として企画経営に参画し、管理業務でのAccess・Excel作成処理や対外的なビジネス文書作成などの
実務、さらに新入社員研修等での講師経験も合わせ、「今望まれるITスキルの習得」ができる授業を心がけている。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上、
S90点以上　A80～89点　B70～79点　C60～69点　それ未満は
不合格

８０％

１０％

１０％

100%合計

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

マウスやキーボードを使う入力の基本的なスキルから、メールの作成/送信、Word/Excel/PowerPointといったOfficeアプリケーションの基本的な操作が必
要最低限こなせる。

授業概要
・自らのノートパソコンの使い方を習得する
・Word、Excel、PowerPointといったOfficeアプリケーションの基本的な操作をデータ作成等行いながら習得

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 大貫 芳枝コンピュータリテラシー

学　科

開講学年 選択
授 業 時 間 数

授業目的 コンピュータを使いこなすスキルの取得を目指す。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

航空学科



4単位

2学年

1
式と計算、式の展開

19
加法定理①

2
複雑な式の因数分解①

20
加法定理②

3
複雑な式の因数分解②

21
指数関数①

4
整式の割り算

22
指数関数②

5
分数式①

23
指数関数③

6
分数式②

24
対数関数①

7
複素数と方程式

25
対数関数②

8
2次方程式の解と判別式

26
対数関数③

9
解と係数の関係①

27
微分①

10
解と係数の関係②

28
微分②

11
解と係数の関係③

29
微分③

12
剰余の定理と因数定理①

30
積分①

13
剰余の定理と因数定理②

31
積分②

14
剰余の定理と因数定理③

32
数列の基本

15
高次方程式①

33
等差数列

16
高次方程式②

34
等比数列

17
三角関数①

35
過去問演習①

18
三角関数②

36
過去問演習②

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 仲田 まり子数学Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 高校数学の学び直しを通して、公務員試験合格に必要な論理的な思考ができるようにする。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

より実践的な解法テクニックを使いこなせるようになる

授業概要 航空学生、海上保安学校受験に必要とされる数学を理解する。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫10%

講師プロ
フィール

担当教員は、専門学校において数学や心理学で十分な教育経験を有している

成績割合

テスト
学習FB方法 授業時間前後に質問を受け付ける

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80%以上
Ｓ：90～100点　Ａ：80～89点　Ｂ：70～79点　Ｃ：60～69点
Ｄ：59点以下不合格

80%

20%

0%

100%



4単位

2学年

1
電界と電位（１）

19
波動（１）波の性質

2
電界と電位（２）

20
波動（２）音波

3
コンデンサ（１）

21
波動（３）　光波

4
コンデンサ（２）

22
熱とエネルギー（１）

5
直流回路（１）

23
熱とエネルギー（２）

6
直流回路（２）

24
交流回路（１）

7
電流と磁界（１）

25
交流回路（２）

8
電流と磁界（２）

26
量子の世界（１）電子と光

9
電磁誘導（１）

27
量子の世界（２）波動性と粒子性

10
電磁誘導（２）

28
原子物理（１）ボーアの原子モデル

11
運動量と力積（１）

29
原子物理（２）原子の構造

12
運動量と力積（２）

30
原子物理（３）固体の性質

13
円運動（１）

31
実践問題演習と解説（１）

14
円運動（２）

32
実践問題演習と解説（２）

15
単振動（１）

33
実践問題演習と解説（３）

16
単振動（２）

34
実践問題演習と解説（４）

17
実戦問題演習と解説（１）

35
実践問題演習と解説（５）

18
実戦問題演習と解説（２）

36
実践問題演習と解説（６）

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 高橋 市郎自然科学Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 物理学の基礎を習得し、自然現象を物理的に理解する能力を養う。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

物理全般の素養を身に着けるとともに、航空大学入試問題、海上保安学校学生採用試験問題等のうち、物理学分野（特に力学、電磁気、および波動）
の問題を解く能力を身に着けること。

授業概要
自然科学Ⅰで学んだ力学に引き続き、物理学全般について履修するが、特に航空大学、海上保安学校等の入試問題に関連して、力学、電磁気、波動
の基礎と応用を扱い、基礎事項を習得したのちに、既出入試問題の演習を行う。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫70%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫30%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

担当教員は博士（工学）の学位を有し、専門学校において電気物理の分野で十分な教育経験を有す。

成績割合

テスト
学習FB方法

授業の進度、水準は学生の理解度を考慮して進め
る。学習態度・出席率

レポート
成績評価

"
　Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点
　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点以下は不合格"

80%

20%

0%

100%



4単位

2学年

1
オリエンテーション

19
地方創生（案）まとめ②

2
オリエンテーション

20
地方創生（案）まとめ③

3
オリエンテーション

21
地方創生（案）まとめ④

4
チームビルド①自己紹介＆主張のテクニック。

22
地域人材基盤：提案プレゼン～フィードバック

5
チームビルド②自己紹介＆主張のテクニック。

23
地域人材基盤：提案フィードバック検証

6
IW企画作成

24
地方創生案提案

7
IW準備

25
日光市への提案準備①

8
IW準備

26
日光市への提案準備②

9
課題発見①地方創生調査～プレゼン

27
日光市への提案準備③

10
課題発見②日光市調査～プレゼン

28
日光市への提案準備④

11
課題発見③日光市調査／町の人／企業の声

29
日光市へ提案プレゼン～フィードバック

12
課題発見④日光市自治体調査

30
日光市：提案フィードバック検証①

13
課題選定②企画の立ち上げ方

31
日光市：提案フィードバック検証②

14
課題選定②解決したい課題の選定

32
日光市：提案フィードバック検証③

15
課題選定③アクション

33
総括①

16
課題選定④効果 仮説検証

34
総括②

17
課題発表①チームプレゼンテーション

35
まとめ

18
地方創生（案）まとめ①

36
まとめ

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 椛島 将太、坂西 元、吉田 多恵応用ゼミ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的
■ビジネスをしていくうえで必要とされる問題発見と解決能力を身に付け、および、日光市創生の目標達成のための知識・スキルを活かして実課題に挑
戦する。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

■１，情報・知識の収集と整理方法の習得。■２，実際の情報・知識の習得。
■３，問題発見と解決、および発想と実現方法の習得。■ ４，成功機会として日光市(もしくは観光協会等)へのプレゼンを通して、総合的な日光市創生
につなげる。
※その他；社会ルールやモラルの共通認識。

授業概要

■経営情報の視点から、地方創生を目的とした新しいビジネスを生み出していく。グループワークを中心としたPDCAサイクルから実践力を身に付けてい
く。
■毎回の授業後に、「授業理解度＆意見調査」を実施し、修得内容の定着化と結果共有による意見交換をおこなうことで、より高度な内容へブラッシュ
アップする。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫P≪課題解決型学習≫80％　　R≪実働実践型学習≫R≪実働実践型学習≫80％　　A≪主体的参加型学習≫A≪主体的参加型学習≫100％　　G≪海外体感型学習≫G≪海外体感型学習≫20％

講師プロ
フィール

芝浦工業大学工学部を卒業後、食品加工機械の設計やプログラミングを担当していた元エンジニア。28歳で起業し、4月現在35歳。
コミュニティプランナーや新規事業立ち上げプロデューサーなど、業種、業界、地域を超えて活動している現役の連続企業家。中堅企業～上場企業に向
けた経営戦略や組織開発などの経営コンサルタントの会社も経営している。

成績割合

テスト
学習FB方法

前期・後期
成績表配布学習態度・出席率

レポート
成績評価

取組・出席・レポート合計方式で評価。
Ｓ90～100点／Ａ80～89／Ｂ70～70点
Ｃ60～69点／Ｄ59点以下は不合格

ゼミ活動30%出席10%

ゼミ活動レポート60%

100%



2単位

2学年

1
オリエンテーション

19
if文

2
オリエンテーション

20
いろいろなif文１

3
オリエンテーション

21
いろいろなif文２

4
ファイルシステム１　フォルダーの作成　移動１

22
いろいろなif文３

5
ファイルシステム２　フォルダーの移動２　名前変更

23
while文

6
エディターの使い方１

24
for文

7
エディターの使い方２

25
繰り返し処理を使ったプログラム１

8
Pythonとは

26
繰り返し処理を使ったプログラム２

9
Pythonのインストールと実行

27
繰り返し処理を使ったプログラム３

10
Hello Worldプログラム

28
繰り返し処理を使ったプログラム４

11
変数、代入演算子

29
繰り返し処理を使ったプログラム５

12
input関数

30
関数とは

13
Pythonでの計算

31
呼び出しと戻り値

14
いろいろな演算

32
位置引数とキーワード引数

15
文字列の基本

33
課題プログラム作成

16
文字列の利用１

34
まとめ

17
文字列の利用2

35
まとめ

18
文字列の利用3

36
まとめ

授業方法 実習

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 波多野 将明情報科学Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 情報機器を動かしているプログラムの基本的な動作を学ぶ。プログラミングとはどのようなものか知る。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

情報セキュリティーの重要性を理解する。python言語を用い簡単なプログラムを作成実行できるようになる。

授業概要 情報機器の動作原理を知る。コンピュータで実践しながらプログラミングについて学ぶ。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫4　　R≪実働実践型学習≫3　　A≪主体的参加型学習≫3　　G≪海外体感型学習≫0

講師プロ
フィール

教員はソフトウエア開発実務経験がある。

成績割合

テスト
学習FB方法

プログラム作成に関するアドバイス
プログラム内のミスの指摘学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９　Ｃ６０～６９
D５９点以下は不合格

30%

30%

40%

100%



4単位

2学年

1
数的推理復習と応用①

19
数的処理応用（決算書の読み方③）

2
数的推理復習と応用②

20
数的処理応用（決算書の読み方④）

3
数的推理復習と応用③

21
数的処理応用（決算書の読み方⑤）

4
判断推理復習と応用①

22
数的処理応用（決算書の読み方⑥）

5
判断推理復習と応用②

23
数的処理応用（上場企業の決算書を読む①）

6
判断推理復習と応用③

24
数的処理応用（上場企業の決算書を読む②）

7
空間把握復習と応用①

25
数的処理応用（上場企業の決算書を読む③）

8
空間把握復習と応用②

26
数的処理応用（上場企業の決算書を読む④）

9
空間把握復習と応用③

27
数的処理応用（財務諸表分析①）

10
資料解釈復習と応用①

28
数的処理応用（財務諸表分析②）

11
資料解釈復習と応用②

29
数的処理応用（財務諸表分析③）

12
資料解釈復習と応用③

30
数的処理応用（財務諸表分析④）

13
数的処理過去問演習①

31
数的処理応用（企業の評価①）

14
数的処理過去問演習②

32
数的処理応用（企業の評価②）

15
数的処理過去問演習③

33

16
数的処理過去問演習④

34

17
数的処理応用（決算書の読み方①）

35

18
数的処理応用（決算書の読み方②）

36

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 佐藤 保幸数的処理Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 文章や資料を読み，表や図，数字を用いて論理的に考える力をつける。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

前期では1年時に学習した数的処理Ⅰに引き続き，数的処理の理解を深めていくことを目的とする。そして，数的処理の問題で正答率6割を目標に，点
数の取り方を身に付けてもらいたい。後期では，財務諸表を読めるようにする。「読める」と一口で言っても，単に電卓をたたいて数字を出すわけではな
い。財務諸表を通じて，社会を知ってもらうことが目標である。

授業概要

前期では，数的処理の数的推理，判断推理，空間把握，資料解釈の4分野を総合的に演習しながら理解を深めていく。さらに，各問題の難易度の見分
け方や点数の取り方など，実戦的な訓練を行っていく。後期では，数的処理で学んだ，割合，利益計算，推論，最適化，資料解釈の手法を用いて，有名
企業の財務諸表の分析を行う。財務諸表は読み方だけでなく，財務諸表には何が書かれていて，何がわかるのか，逆に数字からわからないことは何かを
知ることも大事である。この作業を通じて，企業の客観的な評価の仕方を学んでもらう。広い意味で「評価」とは何かを知る機会にもしたい。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40％　　R≪実働実践型学習≫20％　　A≪主体的参加型学習≫40％　　G≪海外体感型学習≫０%

講師プロ
フィール

担当教員の専門は応用数学であり，数学の研究のみならず，統計学などのデータ分析，最適化，数理ファイナンスなどの門外漢から見ると高度な数学
を，実務的に用いて仕事をすることも多い。社会に出てから使えることを主眼に置きつつ，応用数学の面白さも伝えていきたい。

成績割合

テスト
学習FB方法 配布されたレジュメをよく読み理解に努めること。

学習態度・出席率

レポート
成績評価 出席率80％以上

40％

40％

20％

100%



4単位

2学年

1
ガイダンス　授業の方針について

19
問題演習　各国地誌

2
問題演習　国家機能の変遷　社会契約説

20
問題演習　倫理

3
問題演習　日本国憲法における基本的人権

21
今年度で実施されたⅡ・Ⅲ類の教養試験の解説（その1）

4
問題演習　日本の三権分立

22
今年度で実施されたⅡ・Ⅲ類の教養試験の解説（その2）

5
問題演習　地方自治・国際政治

23
社会秩序はどのようにして可能か　アダム・スミスの「同感」にもとづいて考える

6
問題演習　市場と企業形態

24

7
問題演習　国民所得と景気動向

25

8
問題演習　日銀の金融政策と財政

26
社会秩序はどのようにして可能か　デュルケムの社会学にもとづいて考える

9
問題演習　日本の経済発展　戦後の国際経済体制

27

10
問題演習　労働問題・人口問題・地球環境問題

28

11
問題演習　日本近世史

29
社会秩序はどのようにして可能か　社会学のパーソナリティ論を用いて考える

12
問題演習　日本近代史

30
社会秩序はどのようにして可能か　システムへの同調の視点から考える

13
問題演習　ヨーロッパ近世史

31
社会秩序の多元性について

14
問題演習　ヨーロッパ近代史

32

15
問題演習　日本と世界の現代史・文化史

33
社会秩序はどのようにして可能か　システムからの逸脱をふまえて考える（その2）

16
問題演習　中国史

34
社会秩序はどのようにして可能か　システムからの逸脱をふまえて考える（その3）

17
問題演習　地図情報・地球環境

35
後期期末試験とその解説

18
前期まとめ　前期期末試験とその解説

36
まとめ　全授業に対する質疑応答

社会秩序はどのようにして可能か　アダム・スミスの「見えざる手」にもとづいて考
える

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

公務員初級・中級程度の問題を理解し、解けるようにする。あわせて、現状の政治や経済を論理的に理解し、かつ諸現象の歴史的背景を知ることにより、
現状を相対的かつ批判的にとらえる能力と、道徳性・視野の広さを身につける。

授業概要

（1）前期については、1年次で学んだことをふまえ、公務員試験の問題演習に取り組む。
【社会科学】政治分野では各国の政治体制や日本国憲法における自由権・社会権、三権分立（国会・内閣・裁判所）、選挙制度、経済分野では国民所得
や経気動向、財政や日銀の金融政策、社会分野では人口や地球環境問題など頻出されやすい事項に絞り込む。
【人文科学】近代の日本史・世界史、倫理、地理の頻出問題を解いていく。
（2）後期は、私たちの日常生活における行為を出発点とし、倫理や社会学の知識を主として用いながら、社会の秩序がどのようにして可能かを知り、かつ
それがはらむ問題性を考える。

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 杉谷 武信人文社会科学Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的
社会科学と人文科学を合わせて取り扱う。社会科学は政治や経済などの仕組みを理解し、人文科学は日本史や世界史、地理、思想を理解し、公務員試
験に合格する。

開 講 期

社会秩序はどのようにして可能か　ヘーゲルの市民社会・国家論にもとづいて
考える

社会秩序はどのようにして可能か　社会学の行為論（行為の価値志向性）にもと
づいて考える

社会秩序はどのようにして可能か　社会学の行為論（社会的相互行為）を用い
て考える

レポート
成績評価

出席率８０％以上　Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ
６０～６９点　Ｄ５９点以下は不合格

70％

30％

100%合計

社会秩序はどのようにして可能か　システムからの逸脱をふまえて考える（その
1）

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫10％　　R≪実働実践型学習≫0％　　A≪主体的参加型学習≫80％　　G≪海外体感型学習≫10％

講師プロ
フィール

担当教員は専門学校において社会・人文科学分野で十分な教育経験を有し、また大学において社会学指導の経験を有す。

成績割合

テスト
学習FB方法 授業開始前後に質問を受け付ける。

学習態度・出席率



4単位

2学年

1
授業の進め方、実力確認ミニテスト

19
聞き取り　聞き書き

2
公務員試験過去問「国語問題」に挑戦

20
主張抜き出し　文章校正

3
漢字の読み方・熟語の意味

21
新聞記事の要約

4
四字熟語　読み方・意味の確認　

22
4コマ漫画のポイントを押さえ、言語化する。見出しを付ける

5
故事成語・慣用句・ことわざ

23
読むことの面白さと味わいを体感する学び

6
①ー③の復習、応用問題

24
評論文・散文

7
古文読解に必要な基礎単語

25
読み取ったことと、自身の考えの掘り下げ

8
古文・漢文の解法ポイント

26
読み取ったことと、自身の考えの掘り下げ

9
古文・漢文の文章読解、海保出題過去問に挑戦

27
好きなもの・ことを　指定文字数で表現するのに、最適な語句を見つける

10
合致問題・要旨把握問題演習

28
好きな映画・本・音楽のポイントを表現するのに、適切な語句と表現を見つける

11
空欄補充問題　過去問を中心に

29
極限状況での選択　「船長として私はどう決断するか」

12
文章整序問題　強化

30
「考えるトマホークは実現可能か」

13
これまでの振り返りと弱点の発見

31
グラフを読み取ってこたえる

14
過去問演習

32
環境問題に対する取り組み

15
過去問演習

33
文章理解単位認定試験　答え合わせと解説

16
過去問演習

34
ゲームを通して言葉遊び、語彙力の活用を楽しむ

17
これまでのふりかえり　

35
これまでの振り返り

18
書き取り

36
到達目標と自己の成長

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 堀切 昌美文章理解Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的

昨年度に「文章理解Ⅰa」で固めた基礎力を確実なものにしていく。主体的に文章を解釈していく力を高めるため、国語の語彙力と文章読解力をさらに
つけ、今後の進路に幅広く選択ができるように力を培う。
進学試験、公務員試験突破や、就職試験等の合格に必要な「文章理解」の読解方法を学ぶだけでなく、社会に出てからも正確に仕事をしていくうえで
情報を読み取る力、自己の意見を明確に表現できる力を養う。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

・基本的な言語の習得と漢字の確実な修得を目指す。
・文章の内容について、正しく読み取ることができる。
・正しく読み取り、その読みが一般性を持つような根拠を考える力をつけさせる。
・さまざまな文章への理解を通して、自己の考えを確立させる。
・自己の意見を適切な言葉づかいで相手に伝える力をつけさせる。

授業概要
就職試験や公務員試験など、教養に課せられる試験において文章理解の出題数は多い。また、ＳＰＩ・SCOA対策においても、文章理解の力は重要に
なってくる。評論文の論理的な文章を中心に、多くの問題にあたることで、短時間に言いたいことを見抜く力をのばすことができるよう、モチベーションの
維持を図る。読解についての解釈のしかたを主体的にできるよう、正答への導き方、見方を深めさせていく。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫４０　　R≪実働実践型学習≫３０　　A≪主体的参加型学習≫３０　　G≪海外体感型学習≫０

講師プロ
フィール

現在、都内の私立大学・芸術学部においてキャリア教育、本校他の専門学校に於いて教養を担当している。また、通信制高校のレポート指導、単位認
定試験対策も行っている。
私立高校国語教諭からスタートし、公立小学校、特殊教育、日本語教師を経て、民間企業に転身。営業部配属、売り上げトップ5を10カ月連続で達成、
マネージャーに昇格。フランス・ルーブル美術館で行われたキモノショーの裏方経験をした後、企画部、人事部と渡り歩き新人研修・中途採用研修の仕
事に携わり教育界に復帰。企業業務委託公務員講師、大学支援事業部論文添削としても活躍中。

成績割合

テスト
学習FB方法 随時質問を受け付け、アドバイスしていく。

学習態度・出席率

レポート
成績評価

総合的に判断し、S（100-90点）A（89-80点）B（79-70点）C（69-
60点）は単位認定、59点以下は不可とする。

７０

１５

１５

100%



2単位

2学年

1
公務員試験　論作文出題傾向

19
自身の強み

2
個人の課題の確認と問題意識の向上

20
○○になってやりたいこと

3
経験作文の書き方

21
コンビニエンスストアは地域に何をもたらしたか

4
経験作文　題材ポイントとエピソードの書き方

22
スマートフォンの光と陰

5
公務員の活かし方

23
延命治療は是か非か

6
内容とバランス　展開チェック

24
ニート対策で最も有効なものについて

7
効果的な表現

25
意見提示・効果的な話し合い

8
意見の核の設定

26
自分の思いを表現する方法

9
経験作文　テーマ別　まとめ

27
人前で発表する　実践

10
合格論文の書き方

28
効果的な話し合い　マナーとコンセンサス

11
社会問題と対策

29
レポートの書き方

12
構成力と説得力

30
手紙の形式、書き方を踏まえて書く

13
ニュースの捉え方・意見の書き方

31
文章（新聞記事・雑誌）を読んで要約する

14
理想の公務員像・求められる公務員像

32
文章（新聞記事・雑誌）を読んで感想意見を提示する

15
80分　600字以上800字程度で出題テーマに沿って、文章を作成する

33

16
職種別　職務について　内容の確認　答案構成

34
 語彙力　説明力文章からキーワードあてゲーム

17
わかりやすい文章のポイント整理

35
学んだことをふまえて、自分の考えを記述する。

18
志望理由

36
専門学校生活総括を振り返って

講義

認定単位

航空学科

開 講 期

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 堀切 昌美文章表現Ⅱa

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 公務員論文試験に合格する力を養うとともに、社会に出るにあたって必要な文章力を身に付ける。

授業方法

合計

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

設定時間内に指定された文字数で、テーマに適した文章を書けるようにする。
公務員としてモラルのある文章が書けるようにする。

授業概要
公務員採用試験の一次通過に必須である作文力を培う。合格のラインに到達するまで書き直し、自身の推敲力も上げていく。公務員試験後は、様々なタ
イプの文書処理能力を身に付けることを目指し、演習していく。

好きな映画や音楽、映画など、お勧めする内容についての説明文と、紹介文そ
れぞれの違いに気を付けて、表現を工夫する。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫３０％　　R≪実働実践型学習≫２０％　　A≪主体的参加型学習≫５０％　　G≪海外体感型学習≫０％

講師プロ
フィール

現在、都内の私立大学・芸術学部においてキャリア教育、本校他の専門学校に於いて教養を担当している。また、通信制高校のレポート指導、単位認定
試験対策も行っている。
私立高校国語教諭からスタートし、公立小学校、特殊教育、日本語教師を経て、民間企業に転身。営業部配属、売り上げトップ5を10カ月連続で達成、
マネージャーに昇格。フランス・ルーブル美術館で行われたキモノショーの裏方経験をした後、企画部、人事部と渡り歩き新人研修・中途採用研修の仕
事に携わり教育界に復帰。企業業務委託公務員講師、大学支援事業部論文添削において活躍中。

成績割合

テスト
学習FB方法

個別に添削を繰り返し、学生の文章力に合わせた
テーマを設定し、復習も併せて指導していく。学習態度・出席率

レポート
成績評価

100-90点S,　89-80点がA,　79-70点がB, 　69-60点がC,　59点
以下は不合格

６０％

２０％

２０％

100%



4単位

2学年

1
オリエンテーション

19
AI・ITの知識とその活用事例

2
AI・ITの知識とその活用事例

20
AI・ITの知識とその活用事例

3
AI・ITの知識とその活用事例

21
AI・ITの知識とその活用事例

4
AI・ITの知識とその活用事例

22
AI・ITの知識とその活用事例

5
AI・ITの知識とその活用事例

23
AI・ITの知識とその活用事例

6
AI・ITの知識とその活用事例

24
AI・ITの知識とその活用事例

7
AI・ITの知識とその活用事例

25
AI・ITの知識とその活用事例

8
AI・ITの知識とその活用事例

26
AI・ITの知識とその活用事例

9
AI・ITの知識とその活用事例

27
AI・ITの知識とその活用事例

10
AI・ITの知識とその活用事例

28
AI・ITの知識とその活用事例

11
AI・ITの知識とその活用事例

29
AI・ITの知識とその活用事例

12
AI・ITの知識とその活用事例

30
AI・ITの知識とその活用事例

13
AI・ITの知識とその活用事例

31
AI・ITの知識とその活用事例

14
AI・ITの知識とその活用事例

32
AI・ITの知識とその活用事例

15
AI・ITの知識とその活用事例

33
AI・ITの知識とその活用事例

16
AI・ITの知識とその活用事例

34
AI・ITの知識とその活用事例

17
AI・ITの知識とその活用事例

35
AI・ITの知識とその活用事例

18
前期まとめ

36
1年間のまとめ

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 奥村 大介SPI対策Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 正しいAIの知識を得て、社会の中でどう活用していくかを考えていく。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

授業概要
AIを使ってよりよい世界を作っていくためにはどうしたらよいか、そのためにはどういう知識が必要でそれがどう実社会（法律）に関わっていくかを考えてい
く授業。

P/R/A/G割合    P≪課題解決型学習≫70%　　R≪実働実践型学習≫70%AIやIT全般の基礎知識を得る。　　A≪主体的参加型学習≫100%各自が得た知識を実社会の中でどう活用していくか考える。　　G≪海外体感型学習≫30%海外でのIT活用事例などの話をする。

講師プロ
フィール

都内私立高等学校での指導経験や社会人研修の経験があり、またVBAやPythonを用いた業務改善ツールの作成をしている。他にアプリケーション・
VBA・ネットワーク・AIに関するの講義を担当している。

成績割合

テスト
学習FB方法

学習態度・出席率

レポート
成績評価 提出物・出欠席を考慮して総合的に評価。

100%



2単位

2学年

1
授業の目的、進め方、スピーチとプレゼンの違い

19
データを活用したプレゼン　資料活用　スライド作成

2
言いたいことを100字にまとめるワーク

20

3
構成の仕方　訴求ポイント

21
訴求ポイントの確認

4
おススメプレゼン　テーマ決め　概要と時間配分

22

5
おススメプレゼン　構成（テーマを選んだ理由・伝える内容の整理）

23
社会問題となるテーマを各自取りあげ、7分プレゼンの設計シートを作成

6
プレゼン用パワポ資料の作成

24
各自とりあげたテーマの現状、それまで取られてきた対策とその評価について

7
資料作成　書体の基本、見やすいフォント　段組みなど

25
7分プレゼン　構成と内容　流れのチェック

8
シナリオ作成　話し方のポイント、強化・修正

26
スライド作成

9
時間内に話せるか、言いたいことがブレていないか、最終チェック

27
一人7分　リハーサル

10
3分プレゼン　講評・自己評価

28
7分プレゼン発表

11
わかりやすい説明とは　第2回テーマ決め

29
自由テーマ　各自テーマ決め

12
スライド作成

30
テーマに対する動向と課題の把握

13
スライド作成

31
設計シートに基づいた、スライド作成

14
スライド作成

32
　スライド作成

15
5分の発表　構成と内容チェック

33
スライド作成

16
5分　の発表　話し方態度、いかに伝わるかの工夫

34
プレゼン　リハーサル

17
 ひとり5分　の発表　自己評価・他者評価　次回のテーマ告知・テーマ決め

35
プレゼン発表　（5-7分）

18
データを活用したプレゼン　資料集め

36
まとめとふりかえり

講義

認定単位

航空学科

開 講 期

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 堀切 昌美プレゼンテーションⅡ

学　科

開講学年 必修
授 業 時 間 数

授業目的
自分が言いたい意見をわかりやすく伝えることや、アイディアを提案する力など、社会において求められることは多い。授業において、他者に説得力を
もって話す力、スキルや態度をプレゼンを通して培っていく。

授業方法

合計

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

・話したいことについての話す順序・構成の仕方を学ぶ
・情報収集と、取捨選択をして、考える力を高める
・問題意識を持って調べたり、他者と議論することができる。
・他者の意見を聞き、自分の考えを深め、説明することができる。
・プレゼンを通して、他者にわかりやすく論理的に説明できる。

授業概要
個人ワークを中心に、3分プレゼン・5分プレゼン・7分プレゼンに挑戦する。
発表後はコメントして適宜フィードバックを行う。

何を言いたくて比較したのか、強調して話そう！
振り返りチェックシートを活用した、個人の課題確認

スライド作成
説明プレゼンと、おススメプレゼンの要素をふまえてのブラッシュアップ

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫３０％　　R≪実働実践型学習≫３０％　　A≪主体的参加型学習≫４０％　　G≪海外体感型学習≫０％

講師プロ
フィール

私立高校国語教諭、養護学校、公立小学校、日本語教師を経て、民間企業に転身。営業部配属、月間売り上げトップ5を10カ月連続達成、マネージャに
昇格。フランス・ルーブル美術館で行われたキモノショーの裏方経験をする。その後、企画部、人事部と渡り歩き新人研修・中途採用研修の仕事に携わ
る。現在は、大学・専門学校・通信制高校においても教鞭をとる。企業公務員講座講師、業務委託講師としても活躍中。当校には20年の勤務となり、学生
一人ひとりの良さを引き出したい思いは毎年強まるばかりである。

成績割合

テスト
学習FB方法

学習態度・出席率

レポート
成績評価

プレゼン発表をテストとして評価する　６０点

主体的な取組　　　　　　　　　　　　30点

設計シート、プレゼン発表振り返り　　１０点

100%



8単位

2学年

1
オリエンテーション

19
TOEIC対策　弱点補強

2
文法テスト　　TOEIC対策

20
TOEIC対策　弱点補強

3
文法テスト　TOEIC対策

21
TOEIC対策　弱点補強

4
文法テスト　TOEIC対策

22
TOEIC対策　弱点補強

5
文法テスト　TOEIC対策

23
TOEIC対策　弱点補強

6
文法テスト　TOEIC対策

24
TOEIC対策　弱点補強

7
過去問演習（航空学生）

25
TOEIC対策　弱点補強

8
過去問演習（航空学生）

26
TOEIC対策弱点補強　

9
過去問演習（航空学生）

27
TOEIC対策　弱点補強　

10
過去問演習（海上保安庁）

28
TOEIC対策　弱点補強

11
過去問演習（海上保安庁）

29
TOEIC対策　弱点補強

12
過去問演習（海上保安庁）

30
TOEIC対策　弱点補強

13
TOEIC対策　弱点補強

31
TOEIC対策　弱点補強

14
TOEIC対策　弱点補強

32
TOEIC対策　弱点補強

15
TOEIC対策　弱点補強

33
TOEIC対策　弱点補強

16
TOEIC対策　弱点補強

34
TOEIC対策　弱点補強

17
前期まとめ

35
後期まとめ

18
中間テスト

36
学年末試験

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 高野 美智子英語Ⅱd

学　科

開講学年 必修
授 業 時 間 数

授業目的
航空大学校、自衛隊航空学生、海上保安庁航空課程の一次試験を突破する
フライトスクールに入学する条件をクリアする。

開 講 期

合計

必 ・ 選
144時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

TOEIC 650点を目標とする。

授業概要
TOEIC公式問題集などの対策本の問題を解き、問題に慣れる。
パイロット入試試験の過去問に取組む。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫0　　R≪実働実践型学習≫50%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫0

講師プロ
フィール

担当教員は、ANAのCA、外資系企業 (Disney/ retail)のexecutive secretary並びに人事採用担当、外資系企業 (insurance)の法務部弁護士のアシスタン
トなどの職務経歴をもつ。英語は、カナダ、アメリカへの留学と仕事での実務経験から身につけたスキルである。(TOEIC 970)

成績割合

テスト
学習FB方法 one on one

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80％以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59
点以下で不合格

60%

40%（取り組む姿勢30%、出席率10%)

%

100%



4単位

2学年

1
オリエンテーション

19
空中操作ストール (その3)

2
オリエンテーション

20
空中操作スローフライト (その1)

3
オリエンテーション

21
空中操作スローフライト (その2)

4
学習ガイダンス／シミュレーター操作について

22
空中操作スローフライト (その3)

5
離陸中断 (その1)

23
ILS計器進入方式 (その1)

6
離陸中断 (その2)

24
ILS計器進入方式 (その2)

7
計器出発方式 (その1)

25
ILS計器進入方式 (その3)

8
計器出発方式 (その2)

26
タッチ&ゴー (その1）

9
直線水平飛行

27
タッチ&ゴー (その2)

10
水平旋回

28
トラフィックパターン飛行 (その1)

11
空中操作旋回バンク30° (その1）

29
トラフィックパターン飛行 (その2)

12
空中操作旋回バンク30° (その2）

30
トラフィックパターン飛行 (その3)

13
空中操作旋回バンク30° (その3）

31
ハンガー前駐機

14
空中操作旋回バンク45° (その1）

32
総合操縦演習 (その1)

15
空中操作旋回バンク45° (その2）

33
総合操縦演習 (その2)

16
空中操作旋回バンク45° (その3）

34
まとめ

17
空中操作ストール (その1)

35
まとめ

18
空中操作ストール (その2)

36
まとめ

授業方法 講義

認定単位

航空学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 長野 昭一フライトシミュレータⅡb

学　科

開講学年 必修
授 業 時 間 数

授業目的 国家公務員パイロット職採用試験における模擬操縦試験での高得点獲得を目的とする。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

フライトシミュレーターを用いて模擬操縦技能を身に付け、採用試験における模擬操縦試験に対応する。

授業概要 フライトシミュレータを用いて、基礎的な模擬操縦技能・知識を身につける。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫10%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

担当教員はJALの元パイロットである。

成績割合

テスト
学習FB方法 授業開始前と終了後に質問を受け付ける。

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率80％以上
Ｓ90～100点   A80～89点   B70～79点   Ｃ60～69点   Ｄ59点
以下は不合格

60%

40%

0％

100%



2単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40％　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫30％　　G≪海外体感型学習≫10％

講師プロ
フィール

キャリアセンタースタッフが授業をコーディネートし、授業内容に合わせた外部講師を招聘する。

30％（授業態度と課題の提出）

レポート 70％（卒後VISIONの提出）
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点
以下は不合格

合計 100%

水曜日のみ）インターンシップについて まとめ

水曜日のみ）インターンシップについて まとめ

成績割合

テスト ０％
学習FB方法 提出された卒後VISIONと各課題への評価

学習態度・出席率

企業人講話 １年振り返り

卒後VISION書き直し 金曜日のみ）インターンシップについて

中間報告会 金曜日のみ）インターンシップについて

就活キックオフ・（履歴書提出） 最終報告会

卒後VISION(コンテスト7/25/26) 最終報告会

企業人講話 １年振り返り

グローバル(IW6/9-20) 卒後VISION書き直し

グローバル(IW6/9-20) 特別講座準備

働き方について(キャリアの選択肢) 特別講座準備

ガクチカ分析

卒業生講話 ガクチカ分析

卒業生講話 起業家講話

卒後VISION書き直し 起業家講話

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション オリエンテーション

オリエンテーション 企業人講話

卒後VISIONとは 企業人講話

働くこととは

選択

授業目的 卒後VISIONに磨きをかけ、解像度を上げる。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

授業開始時の卒後VISIONの評価と授業終了時の卒後VISIONの評価を比較し
評価がランクアップしていること。

授業概要
未来デザインをケーススタディする。
好奇心から社会変化を探究し、自分未来を事例探究する。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 キャリア開発Ⅰ 担 当 者 名
葛原 加奈子、宮鍋 涼、沼田 かな子、井上 一輝、山
本 友梨香、野上 伴睦

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫0%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
 日本語教師資格所有　米カリフォルニア大学にて英語教員免許（TESL）取得　 日米の教員免許を所有
長い海外経験から、外国人留学生の立場に立ったわかりやすい日本語の授業を心がけています。

３0%

レポート 小テスト10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法15 学年末試験

日本語の読解及び文法１6 試験返却、解説

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 定期的にまとめテストにてフィードバック

学習態度・出席率

前期末試験 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法13 日本語の読解及び文法 31

日本語の読解及び文法14 日本語の読解及び文法 32

日本語の読解及び文法10 日本語の読解及び文法２7

日本語の読解及び文法11 日本語の読解及び文法２8

日本語の読解及び文法12 日本語の読解及び文法 29

日本語の読解及び文法７ 日本語の読解及び文法２4

日本語の読解及び文法８ 日本語の読解及び文法２5

日本語の読解及び文法９ 日本語の読解及び文法２6

日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法４ 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法５ 日本語の読解及び文法 22

日本語の読解及び文法６ 日本語の読解及び文法２3

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法１7

オリエンテーション、日本語の読解及び文法１ 日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法２ 日本語の読解及び文法 19

日本語の読解及び文法３

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N１試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N1の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N1レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅰ(N1) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　　A≪主体的参加型学習≫0%　　　G≪海外体感型学習≫0%　

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
日本語教師資格所有、　米カリフォルニア大学にて英語教員免許【TESL）取得、　日米の教員免許所有
長い海外経験から外国人留学生の立場に立った、わかりやすい日本語の授業を心がけています。

30%

レポート 小テスト10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法１4 学年末試験

日本語の読解及び文法１5 試験返却、解説

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 まとめテストの後にフィードバック

学習態度・出席率

前期末試験 日本語の読解及び文法２9

日本語の読解及び文法１2 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法１3 日本語の読解及び文法 31

日本語の読解及び文法 9 日本語の読解及び文法２6

日本語の読解及び文法 10 日本語の読解及び文法２7

日本語の読解及び文法 11 日本語の読解及び文法２8

日本語の読解及び文法 6 日本語の読解及び文法 23

日本語の読解及び文法 7 日本語の読解及び文法２4

日本語の読解及び文法 8 日本語の読解及び文法２5

日本語の読解及び文法１9

日本語の読解及び文法 3 日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法 4 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法 5 日本語の読解及び文法 22

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法１6

オリエンテーション/日本語の読解及び文法１ 日本語の読解及び文法１7

日本語の読解及び文法 1 日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法 2

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N2 試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N2の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N2レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅰ(N2) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫30%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

コンピュータ会社勤務を経て、大学・短大・専門学校で非常勤講師を務めている。
現在まで10年間産業能率大学の通学、通信講座で非常勤講師を兼任している。
産業能率大学では、マーケティング、マネジメント領域の科目を7科目担当し、スクーリング、対面、リポート添削を行っている。

30%

レポート 20%
成績評価

前期末試験、後期末試験の評価点の平均値を年度末の評価点
とする。テクノスで定めた相対評価により評価点の補正を行う。

合計 100%

企画力を強化する

企画力を強化する

成績割合

テスト 30%
学習FB方法

前期末試験および後期末試験の評価結果をそれぞ
れ学生にFBする学習態度・出席率

情報分析力を鍛える 自由が丘とブランディング

企画力を強化する 自由が丘とブランディング

企画力を強化する

情報分析力を鍛える コミュニケーション論

情報分析力を鍛える 自由が丘とブランディング

情報分析力を鍛える 自由が丘とブランディング

ビジネス文書＆メールの書き方 コミュニケーション論

ビジネス文書＆メールの書き方 コミュニケーション論

情報分析力を鍛える コミュニケーション論

考える力をつける

社会人の常識とマナー 考える力をつける

ビジネス文書＆メールの書き方 考える力をつける

ビジネス文書＆メールの書き方 コミュニケーション論

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

ガイダンス 企画力を強化する

ガイダンス 考える力をつける

社会人の常識とマナー 考える力をつける

社会人の常識とマナー

選択

授業目的 産業能率大学の履修科目を併修するためのサポート講義

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

産業能率大学の1年次履修科目について理解を深める

授業概要 産業能率大学で1年次に履修する科目の重要ポイントを学習し、リポート・科目習得試験に向けての準備を行う

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅰ 担 当 者 名 楳村 麻里子

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫10%　　A≪主体的参加型学習≫60%　　G≪海外体感型学習≫0％

講師プロ
フィール

他大学他学部より中央大学法学部通信教育課程に２年次編入し、同課程卒業。中央大学通信教育部インストラクター。専門は刑事政策・犯罪学。他専
門学校・大学等でも講師（憲法、刑事政策、犯罪学等）を務める。元インターネットニュースメディア記者でもある。

80％

レポート 20％
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

民法：基礎編 まとめ

民法：債権（総論・各論）基礎編 まとめ

成績割合

テスト 0％
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

刑法（総論）：第１課題 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

刑法（総論）：第２課題 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

民法：基礎編 まとめ

刑法：基礎編 残りの課題

刑法：基礎編 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

刑法：基礎編 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

レポートの書き方 憲法：第１課題

レポートの書き方 憲法：第２課題

刑法：基礎編 残りの課題

民法（債権各論）：第１課題

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方 民法（債権各論）：第２課題

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方 憲法：基礎編

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方 憲法：基礎編

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション 民法：債権（総論・各論）基礎編

オリエンテーション 民法（債権総論）：第１課題

オリエンテーション 民法（債権総論）：第２課題

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方

選択

授業目的
本科目は中央大学法学部通信教育課程の編入を目指す学生等に課せられたレポート課題対策および法律学習の支援を目的とする。対象科目は憲
法、民法（債権総論、債権各論）、刑法（総論）である。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

①レポートを提出し、実際に合格させること
②法律学習に限らず「自分のことば」を用いて文章で説明できるようにすること
を目標とする。

授業概要
①法律を学ぶにあたって必要な思考方法、②教科書を含む文献や裁判例の読み方、③リサーチ方法、④レポートを書く際の作法、⑤レポートの題意の
読み解き方等を学ぶ。
スクーリングや試験、受講者の希望に合わせて授業内容が変わる場合もある。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅰ 担 当 者 名 吉田 緑

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫3０％　　R≪実働実践型学習≫3０％　　A≪主体的参加型学習≫3０％　　G≪海外体感型学習≫１０％

講師プロ
フィール

元昭和女子大学准教授(日本古典文学　和歌文学)

30％

レポート 30％
成績評価

出席率８０％以上
S90～100点、A80～89点、B70～79点、C60～69点、D59点以
下は不合格合計 100%

「国文学概論」　『古事記』における古記録　「序文」 授業まとめ／振り返り

「国文学概論」　『古事記』　大和朝廷びおける政治的支配および時代的背景 授業まとめ／振り返り

成績割合

テスト 40％
学習FB方法 前期・後期　答案返却

学習態度・出席率

国文学基礎講義」　『日本書紀』における歌謡 『万葉集』　テキスト以外にみえる大伴坂上郎女の歌の内容、特徴

国文学基礎講義」　課題２　リポート作成に向けて 『国文学講義』1(上代)　ㇾポート課題２の作成

国文学基礎講義」　課題２　リポート作成 『国文学講義』1(上代)　ㇾポート課題の提出に向けて

「国文学基礎講義」　歌謡とは 『万葉集』巻八の宴席歌群（1581～1591）の内容および構成について

「国文学基礎講義」　記紀歌謡 『国文学講義』1(上代)　リポート課題１の作成

国文学基礎講義」　『古事記』における歌謡 『万葉集』　大伴坂上郎女の歌

「国文学基礎講義」　『万葉集』日本的な自然観 「国文学講義」Ⅰ(上代)　『万葉集』について

「国文学基礎講義」課題１　リポート作成に向けて 『万葉集』の宴席歌について

「国文学基礎講義」課題１　リポート作成 『万葉集』巻八（1581～1591）の宴席歌群について

「国文学概論」　歌謡と和歌

「国文学基礎講義」　万葉集 「国文学概論」　口誦歌謡と記載和歌

「国文学基礎講義」　『万葉集』について 「国文学概論」　課題２　リポート作成に向けて

「国文学基礎講義」　『万葉集』の四季の歌 「国文学概論」　課題２　リポート作成

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業オリエンテーション
1年次履修科目について　履修科目のリポート課題提出について

「国文学概論」　課題１　リポート作成に向けて

授業オリエンテーション
履修科目の試験、および過去問について

「国文学概論」　課題１　リポート作成

授業オリエンテーション
国文学科目概要・講義概説

「国文学概論」　古代歌謡とは

「国文学基礎講義」リポート課題概説　リポート作成に向けて

選択

授業目的 国文学の専門知識の習得とともに、各科目の単位修得におけるリポート作成の技術の習得も目指していく。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

古代から近代に至る日本文学の各ジャンルにおける専門的知識と課題を把握し、日本大学の各科目試験の単位修得に必要な知識を身につけていく。

授業概要
日本大学における「国文学基礎講義」、「国文学概論」、「国文学講義(上代)」の3教科の単位修得に必要な、各科目ごとの2つのリポート提出について、提
出期限を把握し、科目修得試験に向けて、計画的に進めていく。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅰ 担 当 者 名 高木 佳子

学　科



2単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫30%

講師プロ
フィール

慶応義塾大学経済学部。大手金融機関で金融全般のアドヴァイザリー業務の傍ら、海外での銀行設立業務にも参画する。他、数学、英語、国語、社会
の講師を勤める。

20%

レポート
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

数学17
規則性などの文章問題

総復習③

数学18
まとめ

まとめ

成績割合

テスト 80%
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

数学14
割合の文章問題2

国語・社会14
成績判定テスト

数学15
速さの文章問題

総復習①

数学16
前期成績判定テスト

総復習②

数学11
数と量の文章問題1

国語・社会11
世界史

数学12
数と量の文章問題2

国語・社会12
日本史

数学13
割合の文章問題1

国語・社会13
思想・社会・文化

数学8
２次方程式

国語・社会8
同訓異字の書き取り

数学9
不等式

国語・社会9
同音異義語の書き取り

数学10
前期成績判定テスト1

国語・社会10
対義語・類義語の書き取り

国語・社会4
慣用語の読み

数学5
平方根

国語・社会5
常用漢字外の読み

数学6
１次方程式

国語・社会6
漢字一字の書き取り

数学7
連立方程式

国語・社会7
二字熟語の書き取り

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

数学1
「一般常識　数学」オリエンテーション

国語・社会1
「一般常識　国語・社会」オリエンテーション

数学2
数の計算

国語・社会2
漢字一字の読み

数学3
式の計算

国語・社会3
二字熟語の読み

数学4
因数分解

選択

授業目的 社会で必須となる一般常識を、数学・国語・社会の面からスキルアップする。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

数学　　高校数学までの単元の中で、社会人として生活するに当たり必要を思われる知識と論理的思考能力を養う。
国語　　コミュニケーションに欠かせない国語の基本的な知識や教養を習得する。
社会　　社会生活に必要な地歴公民の基本的な知識や教養を習得する。

授業概要
数学　　必要不可欠な知識を盛り込んだオリジナルテキストを使用し、数学の苦手意識を解消してゆく。
国語　　漢字の読み書きを基本として、慣用句、ことわざや敬語の習得と世界文学や日本文学常識を身に着ける。
社会　　日本地理・世界地理、日本史・世界史、思想・文化など広い範囲の知識・教養を幅広く身に着ける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 一般常識Ⅰ 担 当 者 名 松木 芳文

学　科



2単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40％　　R≪実働実践型学習≫20％　　A≪主体的参加型学習≫30％　　G≪海外体感型学習≫10％

講師プロ
フィール

キャリアセンタースタッフが授業をコーディネートし、授業内容に合わせた外部講師を招聘する。

30％（課題の提出と就活モニタリング）

レポート 70％（卒後VISIONの提出）
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

中間報告会 2月キャリア支援プログラム

中間報告会 2月キャリア支援プログラム

成績割合

テスト ０％
学習FB方法

前期・後期　成績表送付
提出された卒後VISIONと各課題への評価。就活状
況モニタリング。学習態度・出席率

7月キャリア支援プログラム 最終報告

前期の学修と就活の振り返り 最終報告

中間報告会 卒後VISION提出

目標に対する改善計画 12月キャリア支援プログラム

就活（インターンシップ） 12月キャリア支援プログラム

社会人基礎力特別講座 最終報告

目標に対する計画立案 課題の体系化・仮説と検証

学修機会の活用（IW） 就活（インターンシップ）

計画の実行度を評価 就活（インターンシップ）

学修機会の活用（テクノス祭）

社会人基礎力特別講座 （テクノス祭）

PDCAサイクルとは 計画の実行度を評価

学修目標と就活目標の設定 目標に対する改善計画

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション オリエンテーション

自分らしさの軸を確認 改善計画の立案

業界・仕事の変化を探究 課題の体系化・仮説と検証

卒後VISIONを描き直す

選択

授業目的 卒後VISIONに磨きをかけ解像度を上げる。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

授業開始時の卒後VISIONの評価と授業終了時の卒後VISIONの評価を比較し、評価がランクアップをしていること。

授業概要 学修&就活成果を最大化。 卒後visionに基づく学修&就活PDCAを実践学習。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 キャリア開発Ⅱ 担 当 者 名
葛原 加奈子、宮鍋 涼、沼田 かな子、山本 友梨香、
野上 伴睦、井上 一輝

学　科



2単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫30%

講師プロ
フィール

慶応義塾大学経済学部。大手金融機関で金融全般のアドヴァイザリー業務の傍ら、海外での銀行設立業務にも参画する。他、数学、英語、国語、社会
の講師を勤める。

 数学　20％（確認テストと出席）国語・社会　20％（確認テストと出席）

レポート なし
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

数学17
規則性などの文章問題

まとめ

数学18
まとめ

まとめ

成績割合

テスト  数学　80％国語・社会　80％
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

数学14
割合の文章問題2

国語・社会14
成績判定テスト

数学15
速さの文章問題1

総復習

数学16
前期成績判定テスト

まとめ

数学11
数と量の文章問題1

国語・社会11
世界史

数学12
数と量の文章問題2

国語・社会12
日本史

数学13
割合の文章問題1

国語・社会13
思想・社会・文化

数学8
２次方程式

国語・社会8
同訓異字の書き取り

数学9
不等式

国語・社会9
同音異義語の書き取り

数学10
前期成績判定テスト1

国語・社会10
対義語・類義語の書き取り

国語・社会4
慣用語の読み

数学5
平方根

国語・社会5
常用漢字外の読み

数学6
１次方程式

国語・社会6
漢字一字の書き取り

数学7
連立方程式

国語・社会7
二字熟語の書き取り

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

数学1
「一般常識　数学」オリエンテーション

国語・社会1
「一般常識　国語・社会」オリエンテーション

数学2
数の計算

国語・社会2
漢字一字の読み

数学3
式の計算

国語・社会3
二字熟語の読み

数学4
因数分解

選択

授業目的 社会で必須となる一般常識を、数学・国語・社会の面からスキルアップする。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

数学　　高校数学までの単元の中で、社会人として生活するに当たり必要を思われる知識と論理的思考能力を養う。
国語　　コミュニケーションに欠かせない国語の基本的な知識や教養を習得する。
社会　　社会生活に必要な地歴公民の基本的な知識や教養を習得する。

授業概要
数学　　必要不可欠な知識を盛り込んだオリジナルテキストを使用し、数学の苦手意識を解消してゆく。
国語　　漢字の読み書きを基本として、慣用句、ことわざや敬語の習得と世界文学や日本文学常識を身に着ける。
社会　　日本地理・世界地理、日本史・世界史、思想・文化など広い範囲の知識・教養を幅広く身に着ける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 一般常識Ⅱ 担 当 者 名 松木 芳文

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫　　R≪実働実践型学習≫　　A≪主体的参加型学習≫　　G≪海外体感型学習≫

講師プロ
フィール

経営・マネジメントの知識は社会に出てから必ず必要になります。一緒に学習しましょう。

40%

レポート
成績評価

定期試験（小テスト・レポートを含む）、学習態度、出席率を勘案
し、総合評価にて決定します。

合計 100%

定期試験に向けて総まとめ 定期試験に向けて総まとめ

定期試験に向けて総まとめ 定期試験に向けて総まとめ

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 授業中に随時フィードバックを行います。

学習態度・出席率

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション 講義

オリエンテーション 講義

講義 講義

講義

選択

授業目的
産業能率大学通信教育課程の基礎・専門科目（全８科目）の単位修得に必要な学習支援を行う。
その際、経営的視点を養い、主に経営・マネジメントに関する基礎的な部分を理解することを重視する。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

産能大のリポート・科目修得試験への取り組み方の基本を学び、経営・マネジメントの基礎・専門科目を総合的に学びながら単位修得を目指す。

授業概要

大学所定教材テキストの要点を解説し、リポート課題の作成指導を行った上、大学科目修得試験合格に必要な受験対策を実施する。
前期・後期の単位修得科目は、主に以下を予定しています。
〔前期〕４科目：「企業家に学ぶ経営」「ストリートファッション論」「地域コミュニティ活動と社会貢献」「スポーツに学ぶチームマネジメント」
〔後期〕４科目：「ビジネス倫理」「人間関係の心理学」「チームマネジメント論」「リーダーシップ論」

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅱ 担 当 者 名 若林 芳勝

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100％　　R≪実働実践型学習≫30％　　A≪主体的参加型学習≫30％　　G≪海外体感型学習≫5％

講師プロ
フィール

中央大学通信教育部インストラクター
行政書士試験合格、専門学校・大学で15年以上の講師歴あり

30％

レポート 70％
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

刑法各論第1課題の解説② まとめ②

刑法各論第2課題の解説① まとめ③

成績割合

テスト 0％
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

民法5第2課題の解説① 刑法各論第3課題の解説②

民法5第2課題の解説② 刑法各論第4課題の解説

刑法各論第1課題の解説① まとめ①

民法2第2課題の解説② 民法5第3課題の解説②

民法5第1課題の解説① 民法5第4課題の解説

民法5第1課題の解説② 刑法各論第3課題の解説①

民法1第4課題の解説① 民法2第4課題の解説①

民法1第4課題の解説② 民法2第4課題の解説②

民法2第2課題の解説① 民法5第3課題の解説①

民法1第1課題の解説①

民法2第２課題の解説 民法1第1課題の解説②

民法1第2課題の解説① 民法2第3課題の解説①

民法1第2課題の解説② 民法2第3課題の解説②

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション① 刑法各論第2課題の解説②

オリエンテーション② 民法1第3課題の解説①

オリエンテーション③ 民法1第3課題の解説②

民法2第1課題の解説

選択

授業目的
この講義は中央大学通信教育部の単位取得を目指し学習する授業となります。対象科目は、民法1（総則）、民法2（物権）、民法5（親族・相続）、刑法各
論となります。これらの科目についての基礎知識、また単位取得のために必要なレポート作成の仕方を習得することを目的とします。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

第一の目標は中央大学の単位取得となります。また、その過程で法的知識の習得、法の解釈の仕方、事例問題の解決力等を身につけることも目標としま
す。

授業概要 　民法１，民法2、民法5、刑法各論のレポート課題につき、論点の正確な把握、論文の構成の仕方、また関連する判例の読み方を学んでいきます。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅱ 担 当 者 名 宮坂 友造

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫70%　　R≪実働実践型学習≫60%　　A≪主体的参加型学習≫80%　　G≪海外体感型学習≫20%

講師プロ
フィール

都内の中高一貫女子校で専任教員及び講師として約40年間国語を担当した経験を持つ。

30%

レポート
成績評価

出席率80%以上　　S　90～100　　A　80～89　　B　70～79　　C
60～69
D　59点以下不合格合計 100%

国語学概論　「意味」 まとめ

国語学概論　「意味」 まとめ

成績割合

テスト 70%
学習FB方法 答案返却時に解説をする。

学習態度・出席率

国語学概論　「音声と音韻」 国文学史Ⅱ　「新感覚派」

国語学概論　「音声と音韻」 国文学史Ⅱ　「戦後文学」

リポート作成に向けて まとめ

国文学史Ⅰ　中世の文学概観 国文学史Ⅱ　「白樺派」

国文学史Ⅰ　「中世の文学　和歌」 国文学史Ⅱ　「『新思潮』と大正期教養主義」

国語学概論　概要説明 国文学史Ⅱ　「プロレタリア文学」

国文学史Ⅰ　中古の文学概観 国文学史Ⅱ　「自然主義文学」

国文学史Ⅰ　「中古の文学　物語の発生と展開」 国文学史Ⅱ　「漱石と鷗外」

国文学史Ⅰ　「中古の文学　説話集と歴史物語」 国文学史Ⅱ　「耽美派」

国語学概論　「心理言語学」

国文学史Ⅰ　リポート作成 リポート作成

国文学史Ⅰ　上代の文学概観 国文学史Ⅱ　「文明開化と『文学』の変容」

国文学史Ⅰ　「上代の文学　神話・伝説・説話」 国文学史Ⅱ　「明治中期の小説」

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

講義概要説明 国語学概論　「文章と文体」

国文学史Ⅰ　「日記と随筆」 国語学概論 「敬語」

国文学史Ⅰ　リポート作成 国語学概論 「日本語教育」

国文学史Ⅰ　和歌

選択

授業目的
「国文学史Ⅰ」では日本文学史に特徴的な構造を理解し、歴史の流れの中における文学の位置づけを理解する。「国語学概論」では日本語学の多彩な
研究領域及びそのその周辺領域に関する知識を身に付ける。「国文学史Ⅱ」では日本の近現代文学史の流れについて学び、主たる作家の文学史的意
味付けを理解する。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

日本大学通信教育部における「国文学史Ⅰ」「国語学概論」「国文学史Ⅱ」の三科目に関するリポート課題の合格及び科目修得試験の合格を見込める力
を付ける。

授業概要
いずれの科目も講義形式を中心として行う。理解の助けとして教科書内容に即したプリントを適宜使用しつつ力を付けていく。また、科目ごとに約2000字
のリポート二編が課題となっているので、それらを作成するため筋道を立てて文章をまとめる技術も習得する。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅱ 担 当 者 名 月本 直子

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫0%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
 日本語教師資格所有　米カリフォルニア大学にて英語教員免許（TESL）取得　 日米の教員免許を所有
長い海外経験から、外国人留学生の立場に立ったわかりやすい日本語の授業を心がけています。

30%

レポート 10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法 15 学年末試験

日本語の読解及び文法１6 試験返却、解説、総復習

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 定期的にまとめテストにてフィードバック

学習態度・出席率

日本語の読解及び文法 13 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法 14 日本語の読解及び文法 31

前期末試験 日本語の読解及び文法 32

日本語の読解及び文法 10 日本語の読解及び文法 27

日本語の読解及び文法 11 日本語の読解及び文法 28

日本語の読解及び文法 12 日本語の読解及び文法 29

日本語の読解及び文法 7 日本語の読解及び文法 24

日本語の読解及び文法 8 日本語の読解及び文法 25

日本語の読解及び文法 9 日本語の読解及び文法 26

日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法 4 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法 5 日本語の読解及び文法 22

日本語の読解及び文法 6 日本語の読解及び文法 23

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法１7

オリエンテーション
日本語の読解及び文法１

日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法 2 日本語の読解及び文法１9

日本語の読解及び文法 3

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N１試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N1の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N1レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅱ(N1) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　　A≪主体的参加型学習≫0%　　　G≪海外体感型学習≫0%　

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
 日本語教師資格所有　米カリフォルニア大学にて英語教員免許（TESL）取得　 日米の教員免許を所有
長い海外経験から、外国人留学生の立場に立ったわかりやすい日本語の授業を心がけています。

30%

レポート 10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法 15 学年末試験

日本語の読解及び文法 16 試験編キャky、解説、総復習

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 定期的にまとめテストにてフィードバック

学習態度・出席率

日本語の読解及び文法 13 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法 14 日本語の読解及び文法 31

前期末試験 日本語の読解及び文法 32

日本語の読解及び文法 10 日本語の読解及び文法２7

日本語の読解及び文法 11 日本語の読解及び文法２8

日本語の読解及び文法 12 日本語の読解及び文法２9

日本語の読解及び文法 7 日本語の読解及び文法 24

日本語の読解及び文法 8 日本語の読解及び文法２5

日本語の読解及び文法 9 日本語の読解及び文法２6

日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法 4 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法 5 日本語の読解及び文法 22

日本語の読解及び文法 6 日本語の読解及び文法 23

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法 17

オリエンテーション
日本語の読解及び文法１

日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法 2 日本語の読解及び文法１9

日本語の読解及び文法 3

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N2 試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N2の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N2レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅱ(N2) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科


